






要約:1991～92 年の全国調査から抽出された r-gIobulin(以下 GG)の投与にもかかわらず

巨大冠動脈瘤を合併した例(GG不応例)52 例について,その臨床的特徴を検討した。男女比

は,45:7 で圧倒的に男児に多く,年齢分布では,1歳未満が 25 例(48.1%)を占め,特に 6か月

未満が 18 例(34.6%)と多く,母集団の年齢分布に比べそれぞれ有意に多かった。GG 投与後

の白血球数,CRP,血清アルブミン,発熱は不応群と対照群を鑑別する a㏄ uracy が高かった。

これらと性,年齢を用いて,不応例の予測性を検討した結果,最も a ㏄ uracy が高かった予

測方式では,不応群の 82.7%がこれらのうち 3項目以上を満たしていた。偽陰性率は 17.3%

であった。今回の方法では,完全に不応例を予測することは困難であったが,男児であるこ

と,1 歳未満特に 6か月未満であること,GG 投与開始後 6日目の時点で発熱や炎症反応が持

続することは巨大瘤を合併する危険因子であると考えられた。


